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数理解析研究所講究録は，京都大学数理解析研究所の共同利用研究集会および共同

研究の記録として 1964年に刊行が開始されました．現在の共同利用共同研究拠点

(2010年発足) の前身である，全国共同利用研究所として当研究所が発足した翌年

のことでしたが，以来半世紀，毎年数十巻を刊行し，2012年には第 1800巻が刊行さ

れるに至りました．第 1巻から第 1840巻までに収録された論文数は 26,808編，総頁

数は 317,199頁という膨大なものであり，最先端の数学数理科学分野の研究状況

を伝えるのみならず，我が国の数学数理科学の発展の歴史を留める文献として，

他に類例を見ない論文集となっています．

講究録の内容は当研究所のウェブサイトおよび京都大学の学術情報リポジトリにお

いても公開され，年間の総アクセス数は 1,254,383回 (2012年度) を数えるなど，多

数の方にご利用いただいています．

講究録の使用言語は論文著者の判断に任されていますが，結果的に日本語が多用さ

れていることが特徴の一つとなっています．その結果，講究録は，数学数理科学

の広い領域における最先端の専門知識に母国語でアクセスできるものとして，近年

の英語化の流れの中で，重要な文献となりつつあります．

当研究所の共同利用事業に参加し講究録の論文を執筆していただいた多数の方々に

対し，講究録を大きく成長させていただいたことを深く感謝いたしますとともに，

これからも，当研究所の共同利用共同研究拠点としての活動にご参加いただき，

講究録の発展にご協力いただけますよう心よりお願い申し上げます．
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本共同研究は，デザイン理論，代数的符号理論，グラフ理論をはじめとする組合せ論の基礎
的分野間の交流，さらにはそれらの分野と周辺領域 (離散幾何，確率論，統計学等) との幅広

い研究交流を活性化するために実施されました．本共同研究の趣旨に御賛同いただき，また御
参加くださいました皆様に心より御礼申し上げます．

本共同研究は同題目で行った共同研究の第 3回目となりました．そこで今回の共同研究で
は，特に『球面デザイン・球面符号，統計的実験計画法と準モンテカルロ法との相互間研究』，
『グラフ理論と量子ウォークとの相互間研究』に焦点を当て，組合せ論と統計学・確率論との新
たな相互間研究を模索しました．

前者においては，近年，野崎寛氏，澤正憲氏により行われた既約鏡映群の軌道を用いて構成
されるユークリッドデザインの研究を端に，現在，統計的実験計画への応用研究が積極的に行
われていること，また近年，準モンテカルロ法のアイデアを適用した球面デザインの研究が IH.
Sloan 氏，R. Wolnersley 氏らによって始められ，今すぐにでも連携を取り共同研究をする必要
性があると感じたからです．また後者においては東北大学の瀬川悦生氏らを中心に組合せ論と
量子ウォークとの新たな相互間研究が生まれていることがーつの理由でした．近年，樋口祐介
氏，瀬川悦生氏らにより，グラフ上のランダムウォークとそれから誘導された量子ウォークと

のスペクトル構造に関する解析が行われ，それを端に量子ウォークからのグラフ構造の解析に
関する研究が現在盛んに行われています．今後，相互間研究による進展が期待される試みです．

共同研究では上記以外にも Deterministic random walkやネットワーク誤り訂正符号の最先
端の理論の紹介，完全グラフの一因子分解から組合せ 3-デザインの最新の構成する手法に関す
る研究紹介などがあり，連日活発な議論が展開されました．共同研究実施以降もこれらについ

ての議論が継続して行われています．これを受け，平成 27年 7月 8日から 10日の期間に藤沢
潤が研究代表者となり，第 4回 RIMS共同研究「デザイン，符号，グラフおよびその周辺」が
実施される運びとなりました．

今後も組合せ論とその周辺分野の交流を進めるべく本研究集会を継続・展開していく所存で
す．皆様の温かい御支援を賜りますよう，組織者一同，心よりお願い申し上げます．

研究代表者 平尾将剛

副代表者 藤沢潤

澤正憲

野崎寛
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